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附、髄膜炎時に於ける海馬部脳内への環状細胞

浸i閏の波及に就いて

（京布｜；た号基盤撃郊外科専~:U'iー；，＇lj:J'l’： 荒木千111＿致段 指導）

南海電気鉄道病院登山 威 夫

Hing-like Cell Infiltration of the Hippoca111pu:-; in Meningitis 

Nankai El(ctric Railway Company Hospital in Osaka and the First Surgical 
Division, Kyoto University Medical School (Dir(ctor: Prof. Ch. ARAKI) 

by 

Takeo TOY入l¥IA.

In the microscopic preparati ns of the rabbit brarns reported in the preceding paper, 

a peculiar in五ltrationof inflammatory cells was not infrequently observe:! in the hippoca-

mpus Infiltrating round cells are seen to extend in form of a ring or d)uble rings, 

closed or open, or sometimes fragmental. The infiltrafion can i1wolve the wall of the 

temporal horn of he lateral Yentric・e・ Becauseinflammation of the meninges especially 

of the transverse cerebral fissure is always associated with it the rin~＇.幽like infiltration 
seems to cccur in continu fon of ,meninge 1 cell infil ration. There may exist potential 
cle vage lines in the hippocampus 1ロformof rings or a whorl continuing to the subarachnoid 
space through the hippocampal fissure. Ther is good reason to believe so from the 

emb yologiral standpaint. It is sup.posed that the same change may take place in human 
meningitis and the severst sequelae may be resulted. 

前喝の実験的脳機爆の研究に当って，細菌を脳内に

注射すると，ii菌膿傷．を供ず、る場合にも，ますこ。宇じない場

合にも，騒軍種々な程度の1髄膜炎を常じた．その際，

妨膜勝特に大脳横裂の炎指定と共に， 海馬昔日に特有な環

状細胞浸潤の屡々起るものを見た． （代表的なものを

示？と第1-3図の如くでるる．）

この環状納d包浸j開発生部｛立は， f.¥';j注入点から離れて

いるしまた蘭注入はー側に行われているに拘わらず，

この変化は両側性のことが多L・． 即ち非注射fIUJにも売

られるから，これは商液がこの都に直接注へされで起

った変化ではない． 従って，これは髄膜撲に伴 う一つ

の変化， IlPち穏！俣の炎症がこの苦［Iり脳内に波及したも

のと思われる．

脳の他の苦［I分には，カミ込る環状細胞浸潤の変11::ヵ：起

らず，海馬部にのみ起るのは如何なる珂自によるので

あろうか．
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神経細胞の渦巻状館列によっても想像される如く，

この苦f>ft.，発生的に海馬回裂の所から嫡牛状に幾重に 唱

も捲き込んで－形成されたものであるため，その裂清治：

後日大部分癒着して閉鎖され，消えてなくなってしま

っても，もともと裂潟の存在した部分が，後日になっ

で，そこに額脱牒と連絡した裂i:~が，目には見えなく

ても，存在するととが想像される．この裂隙に・沿って

綴膜炎性の変化が内部に侵入したのが，私の標本に於

ける環状細胞浸潤に相当するのではなかろうかe

筋膜炎の際，か与る裂隙に沿って脳の内部に細胞浸

潤が浸入する個所は，他に無い機でるる．

人聞でも同じ傾向があるであろう．開腐，其他蹄膜

炎の時に，海馬音1；の変化が辰も強いといわれるのは，
他の脳部と違って，髄膜から炎症性変化が特にこの部

で脳内に波及し易いのではなかろうか．

結 語

私の実験的研究に於て発生せる街馬部環杭細胞浸潤

(t，海馬回裂の胎！安全手的わ成医fに起因するものでらむ ，
i そして髄膜性炎症が発生した際には，該音Jlに細胞

浸i聞が波及し易いものと思われ乙．


